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野
球
愛
好
者
待
望
の
本
格
的
野
球
場

ガ
町
総
合
運
動
公
菌
内
に
完
成
¥
腹
工

記
会
開
場
式
ガ
去
る
¥
叩
月
山
日
(
日
)

同
球
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。

こ
の
野
球
場
は
¥
町
民
の
皆
さ
ん
の

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

の
拠
点
と
し
て
田
ガ
整
備
し
て
い
る
総

合
運
動
公
園
の
多
目
的
広
場
¥
体
首
館

に
続
い
て
の
施
設
で
あ
り
ま
す
。

午
前
叩
時
¥
県
立
大
洗
高
等
学
枝
吹

奏
楽
部
(
指
聾
奇
国
浄
光
先
生
)
の
皆
さ

ん
が
入
場
¥
素
晴
ら
し
い
マ
i
チ
ン
グ

ド
リ
ん
を
披
露
。
一
ー
中
・
南
中
学
枝
の

野
球
選
手
ガ
プ
ラ
カ
ー
ド
を
先
頭
に
演

奏
に
合
わ
せ
て
入
場
行
進
¥
観
客
賭
か

ら
大
き
な
拍
手
ガ
あ
ガ
り
ま
し
た
。

小
谷
助
役
の
開
会
宮
一
言
で
フ
戸
ン
フ

戸
i
レ
ガ
鳴
り
響
き
開
場
式
の
雰
閤
気

を
盛
り
上
げ
苦
し
だ
。

竹
内
町
長
よ
り
¥
寸
野
球
場
の
完
成

は
¥
私
に
と
り
ま
し
て
感
無
量
で
あ
り

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
人
間
形
成

に
役
立
て
て
い
だ
定
き
た
い
O

L

と
按

拶
ガ
あ
り
ま
し
だ
。

竹
内
町
長
は
¥
青
年
時
代
に
全
大
洗

(
町
代
表
)
の
野
球
選
手
と
し
て
活
躍
。

守
つ
て
は
¥
捕
手
で
強
一
屑
と
拐
リ
i
ド
¥

打
者
と
し
て
は

7
番
打
者
で
出
雲
¥
騒

足
を
活
か
し
て
盗
塁
す
る
等
勝
利
へ
の

原
動
力
と
な
り
¥
茨
城
県
市
町
村
対
抗

野
球
大
会
(
茨
城
新
聞
社
主
催
〉
で
大
洗

町
を

2
口
も
慶
勝
に
導
い
定
選
手
で
し

だ
。
こ
の
野
球
場
の
完
成
は
¥
思
き
な

野
球
、
だ
け
に
嬉
し
さ
も
ひ
と
し
あ
の
様

子
で
し
だ
。

来
賓
の
田
口
副
議
長
¥
石
井
体
育
協

会
長
よ
り
あ
祝
の
一
言
葉
ガ
あ
り
¥
こ
の

野
球
場
の
設
計
、
工
事
を
担
当
し
だ
側

三
貴
・
景
設
計
事
務
所
と
清
水
建
設
欄

に
感
謝
状
、
ガ
贈
ら
れ
¥
続
い
て
¥
間
中

学
枝
野
理
部
へ
記
念
昆
ガ
贈
ら
れ
ま
し

だ。

田
山
篤
君
(
中
〉
と
鴨
川
貫
主
君

(
南
中
〉
の
問
主
将
か
ら
っ
本
格
的
な
野

球
場
の
完
成
は
¥
野
球
を
す
る
私
だ
ち

に
と
っ
て
こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
と
¥
お
礼
の
一
一
一
一
三
菜
、
ガ
あ

り
¥
田
口
教
育
長
の
開
会
宣
言
で
式
典

は
終
了
。
引
続
き
石
井
藤
吉
部
体
膏
協

会
長
の
始
球
式
で
¥
一
中
対
甫
中
の
陵

工
記
会
親
善
試
合
ガ
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

選
手
の
留
さ
ん
は
本
格
的
な
球
場
で

の
試
合
に
ハ
ッ
ス
ル
¥
随
所
に
フ
戸
イ

ン
フ
レ
ー
が
続
出
¥
観
客
席
の
父
冗
や

子
供
だ
ち
の
大
き
な
声
援
や
拍
手
、
か
あ

り
ま
し
た
。

熱
戦
の
結
果
¥
2対
O
で
一
中
ガ
勝

ち
ま
し
た
が
盤
工
記
念
親
善
試
合
に
ふ

さ
わ
し
い
招
試
合
で
し
だ
。

こ
の
野
球
場
ガ
多
く
の
方
々
に
匹
く

親
し
ま
れ
¥
鍵
壊
や
つ
く
り
に
¥
そ
し
て

野
球
技
術
の
向
上
と
題
の
活
性
化
に
つ

な
ガ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

惨
式
典
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
竹
内
町
長
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o工事費

o施設街積

o観望書席

。長さ

o諸施設

正弘大i先高校吹奏楽部の華麗なマーチングドリル

惨
ス
タ
ン
ド
か
ら
試
合
観
戦

惨
石
井
体
育
協
会
長
に
よ
る
始
球
式

391，915千円
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野球場の欄

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
な
べ

物
の
お
い
し
い
季
節
で
す
。
材
料

が
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
栄
養

も
た
っ
ぷ
り
な
の
で
、
健
康
食
と

し
て
人
気
上
昇
中
で
す
。
鍋
を
閉

め
ば
、
な
ご
や
か
な
語
ら
い
も
楽

し
め
ま
す
。

な
べ
物
の
代
表
格
の
一
つ
が
、

カ
キ
な
べ
で
す
。
ず
き
焼
き
や
ト

リ
な
べ
は
い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
ま

す
が
、
カ
キ
は
英
語
の
月
名
で
R

が
つ
か
な
い
月
、
つ
ま
り
五
月
か

ら
八
月
の
間
は
食
べ
ら
れ
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
、
つ
ま
り
夏
に
カ
キ

を
敬
遠
す
る
の
は
、
産
卵
期
で
味

が
落
ち
る
こ
と
と
、
暑
い
の
で
鮮

度
を
保
ち
に
く
い
こ
と
か
ら
き
た

よ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
秋
は

カ
キ
が
好
き
な
人
に
と
っ
て
、
待

ち
遠
し
い
季
節
で
す
。

し
か
し
最
近
は
、
冷
凍
物
が
あ

る
の
で
、
カ
キ
料
理
の
専
門
庖
な

ど
で
は
、
夏
で
も
カ
キ
を
食
べ
さ

せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
北
方
面

な
ど
で
は
、
天
然
物
の
夏
ガ
キ
が

食
べ
ら
れ
ま
す
。

カ
キ
は
二
枚
貝
の
一
種
で
す
が
、

殻
は
ハ
マ
グ
リ
や
ア
サ
リ
と
は
異

・
な
り
、
一
一
枚
の
深
さ
が
遠
い
ま
す
。

俗
に
こ
の
員
の
一
枚
を
身
殻
、
も

う
一
枚
を
蓋
殻
と
呼
ん
で
い
ま
す
LI

日
本
一
の
養
殖
カ
キ
の
産
地
は

広
島
、
次
い
で
宮
城
が
続
き
ま
す
句

最
近
の
日
本
の
食
卓
は
、
輸
入
口
聞

が
い
っ
ぱ
い
と
い
わ
れ
ま
す
が
、

カ
キ
は
ほ
と
ん
ど
が
国
産
で
す
。

カ
キ
を
始
め
と
し
た
い
ろ
い
ろ

な
水
産
物
が
、
秋
か
ら
冬
に
句
を

迎
え
ま
す
。
ま
た
、
秋
は
、
農
産

物
に
と
っ
て
も
実
り
の
シ
ー
ズ
ン

で
す
。十

月
、
十
一
月
は
「
農
林
水
産

祭
月
間
」
。
こ
れ
は
、
農
林
水
産

業
者
の
経
営
発
展
、
技
術
改
良
の

意
欲
を
高
め
、
ま
た
、
農
林
水
産

業
へ
の
国
民
の
理
解
を
深
め
る
た

め
に
、
各
種
の
行
事
を
開
催
す
る

月
間
で
す
。
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任
期
満
了
に
伴
、
っ
大
洗
町
議
会
議
員

の
一
般
選
挙
が
、
去
る
日
月
日
日
(
日
)

に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
お
名
(
新
人
7
名
、
現
職

同
名
)
の
方
が
立
候
補
、
少
数
激
戦
の

選
挙
と
な
り
ま
し
た
。

投
票
日
は
、
台
風
の
影
響
に
よ
り
悪

天
候
で
あ
り
ま
し
た
が
、
幻
世
紀
と
い

う
新
し
い
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

私
た
ち
の
郷
土
を
よ
く
発
展
さ
せ
る
た

め
前
政
に
対
す
る
町
民
の
皆
さ
ん
の
強

い
参
加
意
識
が
反
映
さ
れ

m-
日
パ
ー

セ
ン
ト
の
投
票
率
と
な
り
ま
し
た
。

選
挙
の
結
果
を
数
字
で
み
ま
す
と
次

の
よ
、
つ
に
な
り
ま
す
。

O
選
挙
当
日
の
有
権
者
数

一
五
、
八
六
一
人

(
男
七
、
七
O
六
人
)

(
女
八
、
一
五
五
人
)

O
投
票
人
員

一
三
、
一
九
五
人

(
男
六
、
一
二
六
人
)

(
女
六
、
九
七
九
人
)

O
投

票

率
八
三
・
一
九
%

(
男
八

0
・
六
六
%
)

(
女
八
五
・
五
八
%
)

O
投
票
総
数

一
三
、
一
九
五
禁

O
有
効
投
票
数

一
三
、
一

O
一
一
一
票
九
九
八

O
無
効
投
票
数

九
一
票

関
薬
の
結
果
、
幻
名
の
新
議
員
が
誕

生
、
こ
れ
か
ら
の
4
年
間
(
議
員
の
佳

盤整整大瀧

平成3年11月58

期
、
平
成
3
年
日
月
3
B
か
ら
平
成
7

年
日
月
2
日
ま
で
)
を
私
た
ち
の
代
表

と
し
て
、
町
政
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま

す。O
得
票
状
況

当

国

口

三

代

寿

(η
歳
)

無
所
属
会
社
役
員
現

一、

O
四
一
票

坂

本

忠

一

(

印

歳

)

無
所
属
会
社
役
員
現

七
五
五
票

小
野
瀬
喜
継
(
出
歳
)

無
所
属
会
社
役
員
現

七
一
八
富
市
西
田
二

今

関

忠

之

(

叫

歳

)

無

所

属

鮮

魚

商

新

六
六
七
富
市

小
松
崎
七
郎
(
臼
歳
)

無

所

属

無

職

現

六
六
二
票
O
五
七

国

井

豊

(

お

歳

)

無
所
属
行
政
書
士
新

六
六
二
票

小
松
崎
七
之
介

(η
歳
)

無

所

属

漁

業

現

六
二
四
票
九
回
二

和

出

俊

雄

(

臼

歳

)

無
所
属
会
社
社
長
現

五
九
七
祭

伊

藤

栄

(
M
M
歳
)

無

所

属

養

鶏

業

現

五
七
一
票

小
沼
幸
一
郎
(
侃
歳
)

無

所

属

貸

屋

業

現

五
五
回
票

当当山一司当当当当当当

当

小
野
瀬
義
之
(
錦
歳
)

無

所

属

洋

服

庖

新

五
一
一
一
六
護
軍
五
五
七

関
根
ひ
ろ
子
(
必
歳
)

公

明

党

無

職

新

五
二
三
菜

石

沼

和

男

(

的

歳

)

無
所
属
印
刷
刷
業
現

五
一
九
票

渡

辺

明

(

臼

歳

)

無

所

属

飲

食

庖

魂

五
二
ハ
富
市

清

{

呂

正

(ω
歳
)

無

所

属

農

業

現

五
O
六
票

菊

池

昇

悦

(

却

歳

)

日

本

共

産

党

無

職

新

五
O
一票

山

戸

泉

(

日

歳

)

無
所
属
衣
料
品
庖
経
営
新

四
七
三
票

小
堀
'
行
庚
(
日
歳
)

公

明

党

会

社

員

現

四
七
O
薬

問

中

重

雄

(

伺

歳

)

無

所

属

無

職

現

四
=
一
一
票

大

塚

敏

郎

(

h

m

歳
)

無

所

属

無

職

務

四
O
九
票

当当当当山
司当当一当当

当

金
井
高
野
田
刀
(
臼
歳
)

無

所

属

環

容

業

現

三
六
七
百
一
軍

菅

原

弥

(

訂

歳

)

無

所

属

農

業

現

一
一
一
五
八
票

秋

山

博

司

(

臼

歳

)

無

所

属

貸

家

業

現

三
二
七
票

鈴

木

久

雄

(

日

歳

)

無
所
属
歯
科
医
師
現

三
二
四
票

飛

阻

止

土

造

(

四

歳

)

無

所

属

無

職

新

九
票

当

いと 選挙当日の宥権者数 投 書 義 人 員 投 薬 率

男 女 計 男 女 計 男 女 言十

第 1投票区
λ、 人 人 人 人 人 % ヲ£ % 

1，437 1，496 2，933 1，171 1，300 2，471 8l.49 86.90 84.25 

第 2投票区 1，331 1，475 2，806 1，055 1，243 2，298 79.26 84.27 81.90 

第 3投票区 497 531 1，028 410 461 871 82.49 86.82 84.73 

第4投票区 1，118 1，163 2，281 906 999 1，905 8l.04 85.90 83.52 

第 5投票区 891 954 1，845 703 808 1，511 78.90 84.70 8l.90 

第 6投票区 417 446 863 343 394 737 82.25 88.34 85.40 

第 7投票区 566 622 1，188 454 521 975 80.21 83.76 82.07 

第 8投票区 742 705 1，447 564 591 1，155 76.01 83.83 79.82 

第 9投票区 500 547 1，047 419 480 899 83.80 87.75 85.86 

第10投票区 207 216 423 191 182 373 92.27 84.26 88.18 

メ口入 計 7，706 8，155 15，861 6，216 6，979 13，195 80.66 85.58 83.19 

大洗町議金議員一離選挙投票状況

教
育
委
員
じ
関
根
一
健
夫
さ
ん

臨
定
資
産
評
鱗
審
査
委
員
に
来
則
武
夫
さ
ん

去
る
9
月
初
日
の
第
3
回

町

議

会

定

委

員

長

茂

木

清

文

氏

例

会

で

、

教

育

委

員

と

し

て

、

磯

浜

町

叫

委

員

大

谷

正

明

氏

1
2
6
9
番

地

の

関

根

健

夫

氏

(

部

歳

)

委

員

石

井

藤

吉

郎

氏

の

任

命

を

全

会

一

致

で

罰

意

さ

れ

ま

し

委

員

関

根

健

夫

氏

た

。

教

育

長

田

口

常

士

口

氏

ま
た
、
町
国
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
に
成
田
町
1
4
9
4
番
地
の
米

川
武
夫
氏
(
臼
歳
)
が
一
再
任
の
選
任
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

関
根
さ
ん
は
、
東
京
歯
科
大
学
卒
業

後
、
同
大
学
の
口
腔
外
科
教
室
に
入

局
、
昭
和
幻
年
よ
り
大
洗
町
で
関
棋
歯

科
医
龍
を
開
業
。
祝
町
小
学
校
校
室
、

町
田
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
、

東
西
茨
城
歯
科
医
師
会
副
支
部
長
を
務

め
て
い
ま
す
。

な
お
、
前
教
育
委
員
の
高
須
千
恵
氏

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
町
教
育
委

員
会
委
員

(
5
名
)
の
構
成
は
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

出
口
吉
夫
さ
ん

操
老
人
ク
ラ
ブ
よ
り
表
彰

去
る
日
月
訪
日
茨
城
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ

i
ル
で
茨
城
県
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
席
上
で
、
本
町
高
年
者

ク
ラ
ブ
千
歳
会
会
長
の
山
口
吉
夫
さ
ん

(
磯
浜
町
3
5
5
2
番
地
)
が
茨
城
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

山
口
き
ん
は
、
千
歳
会
の
会
長
と
し

て
長
い
間
ク
ラ
ブ
運
営
活
動
に
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
表
彰

の
対
象
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

(
3
名
)
の
構
成
は
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

委
員
長

委

員
委

員

米戸白

JlI塚田

武光一

夫雄郎

人
権
遭
閤
巴
よ
せ
て

ロ
月
4
日
か
ら
刊
日
ま
で
は
人
権

遊
間
で
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
お
年
ロ
月
刊
日
国

際
連
合
総
会
で
「
世
界
人
権
宣
言
」

が
採
択
さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
始
め

ら
れ
た
も
の
で
、
本
年
は
M
M
回
目
に

あ
た
り
ま
す
。

田
民
の
基
本
的
人
権
は
憲
法
に
よ

っ
て
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
権

逓
聞
は
、
こ
の
基
本
的
人
権
を
よ
り

一
層
大
切
に
す
る
よ
う
改
め
て
考
え

て
み
る
た
め
の
週
間
で
す
。

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
自
己
の
権

利
・
利
益
の
み
を
、
主
張
し
て
他
人
の

立
場
を
か
え
り
み
な
い
と
い
う
自
己

中
心
的
な
考
え
や
行
動
に
よ
り
人
権

を
侵
害
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
4
9
1

人
権
は
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
他

人
に
も
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
お
互

い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
て
豊
か
な

人
間
関
係
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

水

戸

地

方

法

務

局

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
会
連
合
会 氏氏氏

医
療
費
に
蕗
じ
て

そ
の
年
の
医
療
費
な
ど
の
給
付
費

の
額
に
応
じ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
、
そ
の
年
の
医
療
費
が
ど
の

位
い
に
な
る
か
を
予
測
し
、
そ
の
医

療
費
な
ど
の
給
付
費
か
ら
国
、
県
の

補
助
金
(
毘
療
費
に
応
じ
て
決
ま
る
。
)

町
の
補
助
金
そ
の
他
の
収
入
を
差
し

引
い
た
残
額
が
保
険
税
と
な
り
ま
す
o，
 

開
幽
銀
だ
よ
日
ソ

留
保
は
、
皆
さ
ん
が
病
気
な
ど
の

時
、
医
療
費
の
七
割
を
負
担
し
、
ま

た
高
額
療
養
費
や
助
産
費
な
ど
の
支

払
い
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
最
近
の

高
齢
化
は
予
想
を
は
る
か
に
上
聞
り

佳
療
費
も
増
え
る
一
方
で
す
。

そ
の
財
源
は
冨
や
県
、
町
か
ら
の

補
助
金
と
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険

税
で
賄
わ
れ
ま
す
。
保
険
税
は
国
保

事
業
の
運
営
を
支
え
る
重
要
な
財
源

な
の
で
す
。

。
医
療
費

特
に
本
年
は
昨
年
に
比
べ
る
と
医

療
費
が
毎
月
一
千
万
円
ず
つ
多
く
な

っ
て
お
り
ま
す
。

産療費 (4 月~7月迄)の比較(千円)

区分 5[;年度 2年 度 3年度

量生 260，880 271，740 316，403 

退 職 者 42，214 48，902 48，453 

合 計 ω 303，094 320，642 364，856 

年間分(助 948，876 983，468 1，130，986 

苦手l 一(B一) 3l.92 32.60 32.26 

従
っ
て
医
療
費
の
予
測
は
上
記
表

と
な
り
ま
す
。
こ

の
不
足
額
は
、
基

金
の
積
立
て
か
ら

充
当
す
る
訳
で
す
。

こ
の
様
に
予
想

を
は
る
か
に
越
え

た
支
払
い
が
生
じ

た
時
の
た
め
の
制

度
で
す
。

保
険
税
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

決
ま
る
か

平成2年度分は
産
療
費
と
盟
保
税
(
元
年
度
)

市町村名 1人療当費りの 1世帯当り税(防 苦手U15日、一{自Aヨ一〉) 盟主 ω 
常澄村 119，865円 179，855円 l.50 

大洗町 128，413円 189，855円 l.48 

旭 村 99，847内 254，780円 2.55 

小川町 106，884円 146，587円 l.37 

美野里町 102，538月 165，523月 l.61 

内原町 101，521fIJ 152，822汚 l.50 

茨城町 110，541円 168，924円 l.53 

f立15 位8 県内で大洗車Iは

こ
の
様
に
保
険
税
は
医
療
費
な
ど

が
多
い
、
少
な
い
、
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
ま
す
か
ら
当
町
の
よ
う
に
医
療

費
の
一
人
当
り
の
額
が
高
い
と
保
険

税
も
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
健
康
に
注
意
し
医

療
費
の
節
約
に
ご
協
力
下
さ
い
。

。
同
じ
病
名
で
毎
月
2
・
3
人
の
お

医
者
さ
ん
に
か
か
り
薬
も
重
複
し
て

貰
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
ハ
シ
ゴ

受
診
は
や
め
ま
し
ょ
、
7
0

0
緊
急
の
場
合
を
除
き
、
な
る
べ
く

一
千
百
の
時
間
内
受
診
に
心
掛
け
て
下

さ
い
。

。
当
町
は
成
人
病
が
多
い
の
で
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
し
、
塩
分
は

ひ
か
え
め
に
し
ま
し
ょ
、
7
0

0
町
で
は
、
各
種
検
診
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
受
け
て
下
さ
い
。

お
間
合
せ
は
保
健
課
ま
で
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去
る
日
月
6
日
、
節
目
オ
ー
プ
ン
し

た
国
営
常
陸
海
浜
公
闘
で
「
い
ば
ら
き

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
毎
年
行
な
わ
れ
、
県

内
各
地
の
怯
統
的
郷
土
芸
能
、
工
芸

品
、
特
産
物
の
販
売
な
ど
を
行
な
い
、

郷
土
P
R
の
場
と
し
て
、
広
く
活
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
海
浜
公
園
開
閣
記
念
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
と
問
時
に
開
催
さ
れ
、
一

段
と
に
ぎ
や
か
な
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
と

らあおお(3)第239号

な
り
ま
し
た
。

大
洗
町
か
ら
は
、
磯
浜
小
マ
!
チ
ン

グ
バ
ン
ド
が
君
了
チ
ン
グ
ド
リ
ル

を
披
露
、
広
い
会
場
に
マ

l
チ
ン
グ
の

演
奏
が
響
き
わ
た
り
、
集
ま
っ
た
大
勢

の
観
客
の
み
な
さ
ん
は
子
供
た
ち
の
す

ば
ら
し
い
演
奏
に
大
き
な
拍
手
と
歓
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

児
童
の
み
な
さ
ん
ご
く
ろ
う
さ
ま
で

し
た
。" 

零士
関 H

賞

内
区
分
間
む

備
し
て
い
ま
す
。

去
る
叩
月
訪
日
第
2
分
間
へ
新
鋭
消

防
車
両
の
配
置
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
午
前
日
時
役
場
玄
関
前
に
団
員
が

整
列
、
竹
内
町
長
よ
り
配
置
証
書
が
谷

服
部
消
防
団
長
へ
、
続
い
て
団
長
よ
り

秋
山
第
2
分
団
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内
町
長
よ
り
「
日
常
の
整
備
点
検

を
行
な
い
、
緊
急
の
時
に
活
躍
し
て
く

同
陣
り
@
マ
ッ
サ
i
ジ
の

だ
さ
い
。
一
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
配
置
式

を

終

了

い

ま

し

た

。

無

料

奉

仕

に

闘

む

新
し
い
消
仲
間
車
両
(
一

O
、

五

九

六

醤

人

福

祉

協

会

の

瞳

さ

ん

千

丹

)

は

、

コ

ン

ピ

ュ

ー

タ

ー

に

よ

る

去

る

、

9

月

加

日

(

日

)

町

老

人

い

こ

自

動

制

御

ポ

ン

プ

、

専

問

用

発

篭

機

に

よ

い

の

家

で

、

は

り

・

マ

ッ

サ

ー

ジ

の

鉱

山

る
照
明
灯
制
W
3
基

な

ど

の

機

器

を

装

料

奉

仕

活

動

が

行

な

わ

れ

ま

し

た

。

「
J

大
洗
町
サ
ツ
カ

i
ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

こ

れ

は

、

毎

年

敬

老

の

日

の

時

期

に

「

創

立

鵠

閤

周

年

記

念

式

典

密

行

う

汗

時

時

計

刊

し

村

山

大

洗

町

サ

ッ

カ

i

ス

ポ

ー

ツ

少

年

団

主

催

者

挨

拶

。

来

賓

の

和

国

議

会

議

長

ん

を

対

象

に

行

な

っ

て

い

る

も

の

で

、

で

は

、

創

立

凶

年

を

迎

え

、

そ

の

節

呂

よ

り

お

祝

の

挨

拶

が

あ

り

ま

し

た

。

竹

内

町

長

よ

り

、

奉

仕

活

動

に

取

り

組

と

し

て

、

去

る

日

月

刊

日

体

育

の

日

に

情

熱

を

持

っ

て

子

ど

も

達

を

指

導

し

ん

で

い

る

会

員

の

皆

さ

ん

方

に

、

労

い

創

立

叩

周

年

記

念

セ

レ

モ

ニ

ー

が

、

町

て

い

る

、

指

導

員

の

大

関

紀

一

さ

ん

、

の

言

葉

が

あ

り

、

奉

仕

作

業

が

開

始

さ

総

合

運

動

公

開

国

で

閣

員

、

父

兄

、

関

係

鍋

谷

栄

昭

さ

ん

、

山

崎

保

夫

さ

ん

、

大

れ

ま

し

た

。

者
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
場
攻
さ
ん
、
岸
根
佐
門
さ
ん
の
5
名

の

こ

の

日

を

楽

し

み

に

、

早

朝

よ

り

大

記
今
全2申

深

い

、

白

立

市

、

東

海

村

、

勝

悶

市

、

し

た

。

言

を

長

く

し

て

待

っ

て

い

ま

し

た

。

那

珂

湊

市

、

内

原

町

の

サ

ッ

カ

ー

ス

ポ

指

導

員

を

代

表

し

て

、

大

関

さ

ん

、

今

年

の

最

高

齢

の

方

は

、

mm
歳
の
方

i
ツ
少
年
団
口
チ
!
ム
を
招
待
し
て
よ
り
「
た
だ
走
れ
、
ボ

l
ル

を

蹴

れ

」

で

、

会

員

の

皆

さ

ん

の

心

温

ま

る

奉

仕

親

善

試

合

を

行

な

う

予

定

で

し

た

が

、

と

発

足

当

時

の

指

導

の

様

子

を

話

さ

れ

に

よ

り

、

疲

れ

も

取

れ

「

心

も

体

も

す

雨

天

の

た

め

延

期

と

な

り

、

創

立

叩

周

て

い

ま

し

た

。

っ

き

り

し

ま

し

た

」

と

大

変

喜

ん

で

い

年
記
今
X
A
典

と

な

り

ま

し

た

。

雨

天

の

た

め

、

親

善

試

合

が

延

期

に

ま

し

た

。

式
典
は
、
午
前
8
時

加

分

よ

り

体

育

な

っ

た

為

、

子

供

た

ち

は

、

体

十

育

館

で

奉

仕

に

尊

い

汗

を

流

し

た

、

町

盲

人

館
で
開
催
さ
れ
、
創
立
叩
周
年
記
念
事
ミ
一
一
サ
ッ
カ
」
乞
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
福
祉
協
会
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

業
実
行
委
員
会
閉
山
東
湖
委
員
長
よ
づ
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
j
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
J

り

、

「

岡

山

の

発

足

当

初

か

ら

、

大

関

紀

一

か

し

、

さ
ん
を
初
め
多
く
の
方
々
の
御
理
解
と

御
協
力
ご
援
助
の
賜
も
の
で
叩
年
を
迎

え
ら
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
」
と

議?

謀議

口
軒
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
開
か
れ
る

去
る
四
月
6
日
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
装
で
登
場
、
白
頃
鍛
え
た
「
の
ど
」
を

大
ホ
i
ル
で
、
第
2
田
町
民
カ
ラ
オ
ケ
披
露
し
、
観
客
席
で
は
出
場
者
に
大
き

大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
な
拍
手
と
声
援
が
あ
が
り
、
花
束
が
ス

今
回
で
2
留
目
と
な
る
大
会
は
、
文
テ
i
ジ
へ
届
け
ら
れ
る
場
面
も
あ
り
、

化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業
企
画
実
行
委
員
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

会
(
石
井
藤
吉
郎
会
長
)
が
中
心
と
な
出
場
し
た
皆
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
歌

り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
親
睦
と
交
流
を
に
審
査
員
が
図
る
ほ
ど
、
白
熱
し
た
中

図
る
た
め
に
行
な
っ
た
も
の
で
す
。
で
、
今
回
の
優
勝
者
は
「
火
の
国
の
女
」

当
白
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
な
か
円
引
を
歌
わ
れ
た
星
野
美
紀
さ
ん
(
大
賞
町

名
の
出
場
者
が
あ
り
、
思
い
思
い
の
衣

1
2
1
番
地
)
に
決
ま
り
、
ト
ロ
フ
ィ

!
と
賞
状
、
副
賞
の
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
ベ

ア
!
乗
船
券
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
な
わ

れ
、
会
場
の
皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
の
景

品
が
当
た
り
ま
し
た
。

な
お
、
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

犀

野

美

紀

準

優

勝

弁

川

八

重

子

3

位

田

山

健

一

努

力

賞

小

田

部

紋

小

沼

清

萩

原

富

士

子

橋

本

君

江

「オ
i
ス
ト
ラ
リ
ア
」
⑮

リ
サ
・

J
・
ベ
ル

た
ば
こ
の
売
上
は
、
町
た
ば
こ
税
と

し
て
町
の
収
入
(
平
成
2
年
度
決
算
額

1
2
0
、6
4
5
千
円
)
に
な
っ
て
い
ま
す
。

受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

町

長

賞

大

川

り

ん

子

議

長

賞

住

谷

好

幸

努

力

愛

関

昭

一

郎

飯

正

雄

宮

悦

子

iま立

たばこは町内で重量いましよう。

" 

山 島

去
る
叩
月
間
臼
大
洗
簡
易
保
険
保
養

セ
ン
タ
i
で
平
成
2
年
度
た
ば
こ
販
売

成
績
優
良
庖
の
表
彰
式
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。こ

れ
は
、
毎
年
大
洗
町
た
ば
こ
販
売

組
合
(
関
根
俊
夫
会
長
)
が
、
前
年
度

の
た
ば
こ
販
売
増
進
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
た
組
合
員
の
功
績
を
た
た
え
る

た
め
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

竹
内
町
長
よ
り
、
大
川
り
ん
子
さ
ん

(
磯
浜
町
2
5
5
4
1
)
に
町
長
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
と
し
て

" 
の
共
通
し
た
盟
民
性
は
持
っ
て
い
ま

す。
例
え
ば
、
多
く
の
職
業
人
の
信
条

は
働
く
た
め
に
生
き
る
と
い
う
よ
り

も
、
生
き
る
た
め
に
働
く
こ
と
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
余
綴
に
費

や
す
時
間
を
非
常
に
大
切
に
思
っ
て

い
る
の
で
す
。

ま
た
、
つ
ね
に
略
式
を
以
て
事
に

あ
た
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
が
日
本
人
に
接
す
る
と
き

に
は
、
日
本
人
が
非
常
に
形
式
を
大

切
に
す
る
の
に
驚
か
さ
れ
た
り
、
仕

事
に
余
暇
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
献
身

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
す
。

観
光
P
R
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
動
物
が
非
常
に

た
く
さ
ん
い
る
よ
う
に
紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
の
人
聞
に
は
あ
ま
り

詳
し
く
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
と
は

ど
の
よ
う
な
人
々
な
の
か
を
簡
単
に

ご
紹
介
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

オ
i
ス
ト
ラ
リ
ア
は
様
々
な
人
種

と
文
化
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

F
b
e
3
1
3
1
3
ρ
i
I
s
i
s
-
3
1
3
f
b
e
l
i
e
-
I
s
i
-
-
1
3
1
2
1
5
3
1
3
5
s
o
l
i
-
3
I
3
1
3
5
2
l
i
s
-
-
、
d
i
e
l
-
-
3
1
S
E
i
-
-
3
1
2
!
I
s
i
s
-‘d
i
l
l
L

h
F

シ
i
フ
i
ド
レ
ス
ト
ラ
ン
で

食
事
を
楽
し
む
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
人
達

評
、-'

ら

側ド
後

藤

亀

泉

選

ポ
ケ
ッ
ト
に
し
の
ば
す
懐
炉
秋
の
雨

角
一
前
原
車
問
嵐

〔
評
)
若
い
衆
に
混
っ
て
尚
元
気
に

立
ち
働
い
て
は
居
る
も
の
の
、
降
り

続
く
秋
の
冷
雨
は
、
い
さ
さ
か
身
に

堪
え
る
の
で
あ
る
。
ポ
ケ
ッ
ト
に
懐

炉
を
入
れ
て
霞
き
、
時
々
手
先
の
媛

を
取
る
。

稲
刈
の
済
み
た
る
雨
と
な
り
に
け
り

桜

道

真

閑

静

子

〔
評
〕
や
っ
と
済
ま
せ
た
稲
刈
の
あ

と
を
、
追
い
か
け
る
様
に
降
っ
て
き

た
雨
の
音
で
あ
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
の

良
さ
に
ホ
ツ
と
し
な
が
ら
も
、
明
日

の
作
業
の
こ
と
が
気
に
か
か
る
。
農

家
の
御
苦
労
の
低
ば
れ
る
句
で
あ
る
。

湧
き
出
づ
る
如
き
あ
さ
つ
の
群
に
会
ふ

新
町
岸
和
泊
和
子

〔
評
〕
赤
と
ん
ぼ
の
大
群
に
出
会
っ

た
。
一
群
、
又
一
群
。
清
水
の
湧
き

出
る
よ
う
に
尽
さ
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
。

こ
の
赤
晴
蛤
、
一
体
何
処
か
ら
ど
の

よ
う
に
し
て
湧
い
て
飛
ん
で
く
る
の

で
あ
ろ
、
っ
。

打
つ
波
に
影
を
山
服
し
て
今
日
の
月

祝

町

今

川

開

成

〔
評
〕
中
天
の
名
月
が
銀
色
の
影
を

海
に
落
と
し
て
い
る
。
夜
風
が
少
し

ば
か
り
海
商
を
騒
が
せ
、
折
角
の
月

影
を
崩
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

川
よ
り
の
風
の
静
か
に
で
原

祝

町

今

川

う

め

〔
評
)
川
ぞ
い
の
一
角
に
広
が
る
で

野
。
静
か
な
川
嵐
に
も
摩
く
銀
色
の

を
の
穏
。
澄
み
切
っ
た
秋
の
大
気
の

中
、
大
川
の
水
音
が
静
か
に
問
え
て

く
る
。

鰯
雲
向
き
一
様
に
故
国
車
へ

永

町

桜

井

政

官

秋
天
に
自
鱗
を
拡
げ
て
い
る

鰯
雲
。
動
く
と
も
な
く
動
い
て
ゆ
く

方
向
に
は
、
わ
が
ふ
る
さ
と
の
空
が

あ
る
。
鰯
雲
に
託
す
望
郷
の
念
。

一Y
う

水
引
の
紅
に
触
れ
ゆ
く
女
坂

髭

釜

川

崎

京

子

〔
評
〕
女
坂
を
交
っ
て
ゆ
く
。
女
坂

に
は
秋
草
の
花
が
多
い
。
と
り
わ
け

細
長
い
茎
に
紅
い
小
花
を
数
ら
し
て

揺
れ
て
い
る
水
引
の
花
が
自
に
つ
く
。

手
に
触
れ
袖
に
触
れ
な
が
ら
ゆ
っ
く

り
と
登
る
。

花
笠
に
花
笠
の
影
敬
考
臼

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

〔
評
〕
敬
考
会
は
花
笠
踊
の
一
場
箇

で
あ
ろ
、
っ
。
照
明
が
娃
び
や
か
に
群
舞

を
照
ら
し
て
、
前
列
の
花
笠
が
後
列

の
花
笠
に
影
を
射
す
一
一
瞬
。
満
座
の

喚
声
と
拍
手
が
聞
え
る
よ
、
つ
で
あ
る
。

静
文
亭
風
寵
り
て
は
萩
こ
ぼ
れ

髭

釜

稲

田

富

穂

う
そ
寒
や
明
り
格
子
も
入
れ
ね
ば
と

明
神
町
小
松
崎
美
代

髄
風
や
山
河
乱
れ
に
乱
れ
た
る

明
神
町
小
松
崎
十
士
口

秋
雨
の
ま
た
も
読
書
の
出
来
る
臼
に

夏
海
大
賞
千
代
子

郵
便
の
衰
の
秋
さ
ぶ
日
な
り
け
り

髭

釜

川

上

弘

秋
雨
に
嬬
り
て
暮
る
る
灯
の
一
つ

磯
浜
青
木
さ
か
え

爪
染
め
し
幼
き
頃
や
鳳
俄
花

磯
浜
村
沢
み
ち
を

妻
の
忌
や
墓
の
小
径
の
彼
岸
花

大

賞

田

山

佳

男

赤
と
ん
ぼ
強
き
風
に
も
流
さ
れ
ず

明

神

町

田

中

勝

校

受
珠
沙
華
母
の
足
許
た
し
か
な
り

磯

浜

浅

見

道

子

駅
を
出
て
今
宵
の
同
月
と
歩
み
け
り

明

神

町

白

回

一

郎
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平成3年9月17日から9月四日までの4日間、第3回大洗時議会定例会が開催され、

一融会計をはじめ8つの特別会計を含む平成2年度の決算が原案どおり認定可決されました。

一鰻重量童十決算の概要

平成 2年度一般会計の決算額は、歳入総額6，090，184千円、総出総額5，758，933千円

で前年度と比較すると、歳入においては 176，854千円(対前年度比3.0%)、歳出におい

ては116，183千円(悶2.1%)の増となっている。

この結果、歳入歳出差引額(形式収支)は 331，2511二円となったが、このうち平成3年

度への繰越事業の財源、として22.038千円を充当したので、平成 2年度に属すべき収入

と支出との実質的な差額である実質収支額は、 309，213千円の黒字となった。

歳入決算額は、 6，090，184千円で予算に対し 101.9%の収入となっている。

歳入の主なものについてみると、前税2，628，589千円(対言百年度比5.3%増)、地方交

付税1，260，270千円(向19.5%増)、諸収入351，209千円(同22.5%減)、前債327，200千

円(同47.5%増)、県支出金282，669千円(同8.5%減)となっている。

歳出決算額は、 5，758，933千円で予算に対する執行率は96.4%となっている。

歳出を目的別にみると、最も構成比が高いのは総務費で25.4%(前年度26.4%)、次

いで土木費15.3%(同21.0%)、衛生費11.5%0可6.6%)、民生費10.8%(同10.4%)と

なっており、増減率が大きいのは農林水産業費80.9%(対前年度135，366千円の増)、

衛生費78.2%(同291，560千円の増)、商工費ム30.7%(問 136，738千円の減)、土木費

ム25.9%(伺307.162千円の減)である。

惨
決
算
を
説
明
す
る
竹
内
町
長

&
ご
み
焼
却
場
建
設
事
業

分担金及ぴ負担金 87，674千円(1.4%)

利子部交付金 73，992子向(1.2%)
自動車取得税交付金 51，582千円 (0.8%)
コソしブ場利用税交付金 40，991千円 (0.7%)
寄附金 36，955千円 (0.6%)
繰入金 29，594千内 (0.5%)
交通安会対策特別交付金 4，410千円 (0.1%)

(一鰻重量計母議襲撃斡理〉

入〕
財産収入
171，075千円(2.8%)

使用料及び手数料

192，262千円 (3.2%)

〔最長出

町 税

2，628，589千円

(43.2%) 

〔歳

一融会計開;灘構成

区 分 決算額

町 手見 2，628，589千円

自 分担金及ぴ負担金 87，674千円

ヨ三
使用料及ぴ手数料 192，262千円

員才 産 収 入 171，075千円

民す
そ σ〉 688，338千円

I原 言十 3，767，938千円

比 率 61.9% 

地方議与税 154，767千円

依
地方交付税 1，260，270千円

国庫 支出金 126，365千円

存 l祭 支 出 金 282，669千円

員オ 地 方 {賞 327，200千円

そ グ〉 他 170，975千円
i原

言十 2，322，246千円

上七 率 38.1% 

Z口K 計 6，090，184千円

一職金書十性費関競出決算

区 分 決算額 構成比 伸び率

人 {牛 費 1，712，971千円 29.7% 5.4% 

扶 E力 費 210，096千円 3.7% 4.3% 

-J示A、 f責 費 577，301千円 10.0% 8.1% 

義務的経費 2，500，368千円 43.4% 5.9% 

普通建設事業 1，197，818千円 20.8% ム19.1%

災害復旧事業費

投資的経費 1，197，818千円 20.8% ム19.1%

物 件 費 571，504千円 9.9% 10.1% 

維持補修費 32，874千円 0.6% 92.0% 

補助費等 591，384千円 10.3% 24.7% 

干責 立 金 659，959子円 11.4% 7.5% 

投資及ぴ出資金 3，157千円 0.1% 15.7% 

貸 付 金 3，290千円 0.1% ム51.1%

繰 出 金 198，579千円 3.4% 18.5% 

その他の経費 2，060，747千円 35.8% 14.4% 

歳出合計 5，758，933千円 100.0% 2.1% 

業

o 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 。o 。
墓老関大漁農地観マ大下桜町総
地人民洗業道区光リ洗水道選合

整 保 健 ・ 経 舗 集ZZ』三 のン港道土主主運
備 健 康 旭 営 装 壁タ建事地備動
事特保 安工所づワ設業区事公
業別険常定毒事建く i 業事 題 業 関

会特澄対 設 り 事 整 建
計別環策 工整業負 理 設
繰会境事 事イ蔚 f旦 事 事
出言十衛業

卒業 金 業 業
金 繰 生

出 組
金 合

負
f旦
金

五一ーコ
八 五 五 一 二 一 一 六 八 四 一 四 三 0
二三二四五六六七九七六三九九、、、、、、、、、、、、、、

八 八 五 七 O 一七二一三七九三回
五五五九七八九二一一一一九三
五一一五八八四二七二五 O 一 六
千千千千千千千千千千千千千千
円円円円円円円円円円円円円円

毒事すよ主
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(轄語自重量計五車決襲撃韓議官〉
(単位:千円， %) 

決 算 事費

i三E〉、 計 名 予算現額 歳 入 ω 歳出 (B)
(差AJ 引

金 額 収入率 金額執行率 一 (B)

国 民健康保険特別会計 1，500，234 1，514，408 100.9 1，417，117 94.5 97，291 

収益的
収入 389，126 406，267 104.4 

73，918 
支出 389，126 332，349 82.8 

水道事業会計
収入 23，299 41，880 179.8 

資本的
支出 105，566 84，349 79.9 

ム42，469

収 益 的
収入 68，663 69，931 10l.8 

23，840 
地方卸売市場冷凍 支出 58，426 46，091 78.9 

冷蔵事業特別会計
資 本 的

収入
ム10，054

支出 10，237 10，054 98.2 

老 人 保 健 特 別 会 計 1，102，540 1，094，238 99.2 1，088，127 98.7 . 6，111 

桜道土地底画整理事業特別会計 215，678 159，253 73.8 143，910 66.7 15，343 

~ 平 ぢヲ正Zご Eミ iヱL三 10，455 10，464 100.1 9，449 90.4 1，015 

サイクリングターミナル特別会計 21，487 20，562 95.7 16，397 76.3 4，165 

公共下水道事業特別会計 517，592 516，715 99.8 516，715 99.8 。

一一韓関重量計錨事襲撃霊一一

国関鍵藤保険特別会計

歳入1，514，408千円、歳出1，417，117千円で、歳入歳出差引き97，291千円となったが、

単年度収支では18，432千円の赤字となった。

歳入については、前年対比24，198子円(l.6%)の減である。歳入の主なものは、国

民健康保険税が3，621千円(0.5%)の増、国庫支出金は、 29，574千円 (5.0%)の減とな

った。

歳出については、部年対比22，512千円(l.6%)の減である。歳出の主なものは、保

険給付費が32，777千円 (3.4%)の増、送人保健拠出金では20，317千円 (5.5%)の減と

なっている。

老人保健特別会計

歳入1，094，238千円、歳出1，088，127千円で、差引き 6，111千円となり、超過交付の

ため翌年度返還するものです。

歳入については、前年対比134，982千円(14.1%)の増となった。主なものを前年対比

でみてみると支払基金交付金94，514千円(14.2%)の増、国庫支出金36，508千円(19.6

%)の増となっている。

歳出についても、前年対比でみると 120，910千円(12.5%)の増、主なものとして、

産療諸費123，411千円(12.9%)の増、前年度繰上充用7，962千円の減となっている。

平成2年悪霊E童保分
診護霊費の内訳

&下水道事業

平成吉年産主の霊宝章襲費

塁ヨ民健康保険

1，345，533，988円

合 計

2，470，950，395円

1日当り

6，769;727円

1，080，141，827月

老人保健

45，274，580河

円1
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1
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一人が診療を受けた日数 ¥ 
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¥ 
レセプ卜 1件当り医療費

" "  I " 、¥久、/ ~斗.(684 ， 7% / 
" "/7，280門戸戸- "" I 

、よt透明一-一一一受諺率/
受診 1自主主り医療費、 I 日 町一一→~ll(

(語!) "，l'u，'.叩一 一 一 一 一 一 入i371叫籍)

32.4日

地方翻莞市場冷凍冷蔵事業特別金計

歳入69，931千円、歳出56，145千円で、歳入歳出差引額13，786千円となったが、積立

金及び前年度繰越金を加減した実質単年度収支は、 1，872千円の黒字となった。

歳入については、市場事業において水揚金額で、1，672，493千円、市場使用収益は8，362

二千円で前年度に比べて5.5%の減となった。海流が冷水期から暖水期への変わり自に

あたり、冷水系の魚、種の水揚は大幅に減少し、反苦言媛水系の魚種の水揚は増加した。

冷凍冷蔵事業においては、事業収益は46，085千円で前年度に比べて2.2%の減とな

った。年度簡の利用状況は、凍結、入出庫部門共増収であったが保管部門においては

在庫量のうち製品類の占める割合が前年より多く若干の減収で、あった。

歳出については、決算額56，145千円で前年度に比べて23.2%の伸ぴとなった。経費

については職員給与費が25，452千円で前年度に比べて9，1%、その他については18，604

千円で前年度に比べて10.8%の伸ぴとなっている。償還利子、元金については5，453

千円で、昭和45年度冷凍冷蔵事業建設事業債が償還満期となった。又、消費税として

272千円を支出した。 30トントラックスケールの徹去と 500トン冷蔵庫の施設の省力化

を進めるため自動扉取付工事として3，688千円を支出し冷蔵工場建設改良等準備基金

費として2，676千円を積立てた。

桜道土地匿画整理事業会計決算

歳入が159，253千円、歳出が143，910千円差引き実質収支15，343千円となっている。

潟、決算額については、前年度からの繰越事業費85，256千円が加えられ、工事費

71，778千円を執行した。

2年度単独事業については、側溝蓋工事に24，339千円、委託料1，185千円、移転補

償費3，495千円、企業償償還元利金22，602千円それぞれ執行した。

サイクリングターミナ)1;事業特別会計

歳入総額20，562千円、歳出総額16，397ニF丹で差ヲ14，165子円の繰越額となった。単

年度収支では前年度の繰越額4，383千円をのぞき、 218千円の収入減となった。

営業収入で前年度と比較し 1，461千円 8.3%の減であり、一方歳出では、歳入j戚を勘

案し、総務費で前年度比較2，235千円13.1%の減、営業経費で511千円24%の減となり、

援カ経費の節減をはかった。

公共下水道特別金書十決欝

歳入、歳出とも516，715千円でっち前年度からの繰越分は121，526千円となっている。

歳入の内訳は、国庫補助金118，174千円、一般会計からの繰入金79，729千円、諸収

入3，586千円、国T債193，700千円で前年度からの繰越分については、町償120，900千円、

繰入金626千円となっている。

歳出においては、中部~東部幹線工事93，442千円、中部一号幹線工事108，974千円、

工事に伴う施工管理及び調査、設計委託料関係で16，274千円、那苅久慈流域下水道建設

負担金135，920千円を主体に執行した。償還金利子については18，392千円となっている。

尚、前年度からの繰越分については中部~東部幹線工事が118，240千円、流域負担

金が 3，286千円となっている。

水道事業特別会計

水道事業収益は、 400，314千円となり、昨年度に比べ9.2%の増収となった。又、水

道事業費用については、 326，222千円となり、その結果74，092千円の利益となった。

資本的収支では、収入額41，880千円に対し、支出額84，349子円で資金不足額42，469

千円は、過年度分損益勘定留保資金12，469千円及び繰越利益剰余金処分額30，000千円

で補填した。
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児
童
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
た
め

の
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
に
、

平
成
4
年
1
月
1
B
か
ら
児
童
手
当
制

度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
、

所
得
が
一
定
未
満
の
人
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

〔
該
当
者
は
次
の
と
お
り
で
す
〕

あ
な
た
の
世
殺
で
、
平
成
3
年
1
月

2
日
以
降
に
初
め
て
生
ま
れ
た
子
ど
も

さ
ん
(
第
1
子
)
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

O
支
給
期
間

1
お
子
様
が
3
歳
に
な
る

ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

O
支

給

額

1
月

額

5
、
0
0
0
円

※
該
当
者
(
平
成
3
年
1
月
2
日
以
後

生
ま
れ
の
児
童
を
1
人
養
育
し
て
い

る
人
)
は
、
事
前
に
請
求
書
を
受
付

け
ま
す
の
で
次
に
よ
り
申
請
し
て
下

さ
い
。

パイク@軽髄重自尊重の名義変璽事舗を
軽自動車等の税金は、毎年4月1臼現在の所有者に諜税

町の入品と世帯

(1Ofl 1 El現窓)

出生12人

死亡13人

転入40人

付
開
刊
同
日
は
農
民
の
臣

転出55人

「
県
民
の
日
L

は
、
郷
土
の
歴
史
を

知
り
、
私
達
の
よ
り
震
か
な
暮
ら
し
と

県
の
発
展
を
願
う
、
茨
城
の
現
在
・
過

去
・
未
来
を
見
つ
め
な
お
す
日
で
す
。

明
治
4
年
日
月
日
日
に
茨
城
県
と
い

う
県
名
が
初
め
て
使
わ
れ
だ
こ
と
に
因

ん
で
、
明
治
珊
年
に
あ
た
る
昭
和
必
年

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ー
県
民
の
回
の
開
放
施
設

1

無
料
開
放

。
弘
道
館
。
借
楽
四
間
好
文
蕊
7

0
大
洗
マ
リ
ン
タ
ワ

i

。
県
植
物
園
@
港
公
開
回
展
望
塔

。
近
代
美
術
館
。
つ
く
ば
美
術
館

入
場
料
割
引
(
半
額
)

。
大
洗
水
族
館

。
県
フ
ラ
ワ
ー
パ

l
ク

。
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー

人口 20，990人(-16人)

努 10，355人(-12人)

女 10，635人(-4人)

世帯数6，258人(一7戸)

バイク、

されます。

盗難、紛失、譲渡などしたとき、または掌が使用不能や使用しな

くなったときなどは、申告しないと、引き続き課税されますので、

忘れずに申告して下さい。

なお、詳しいことは下記にお開い合わせ下さい。

税務諜課税係 電話 (67) 5 1 1 1番(内線89)

バイクなどの申告に必要なもの

申告が必婆なとき 役 場 へ 持 参 するもの

印鑑、標識(ナンバープレート)、

標識交付証明書

印鑑、販売証明書または率名、車体

番号提示

印鏡、廃率証明書または譲渡証明書

標識交付証明書手または譲渡証明書、

印鑑

印鑑、標識交付証明書、標識(ナン

バープレート)

印鑑、転入前の市町村の廃車証明書

※廃車をしていないときは標識(ナン

バープレート)、印鑑、標識交付証明書

標識交付証明書妻、譲渡吉正明書・廃車

証明醤・販売証明書のいずれか一つ、

印鑑

ノ〈イク(l25cc以下)、ミニカー・農耕作業率(1，500cc以下)、小型特殊自動車(1，500cc以
下)の申告は役場税務課・内線(89)へ

軽自動車の手続先

区

o軽自動車・ 2輪車

(l25ccを超え250c.c以下)

0小型 2輪車 (250ccを超えるもの)

0軽自動車

660c.c以下の 3輪・ 4輪のもの

事を使用しなくなったとき

平成3年11月5日

車

新率を購入したとき

廃車ずみの家

廃車をしてい

ない率

町外へ転出

中古車を譲り

受けたとき

住所が変わったとき

得耳立

、先

関東運輸局茨城陵運支局

水戸市住吉町353 怨 47-5118

続寺三

田7外から転入

歩手

車体を変更したとき

軽自動車検査協会茨城事務所

水戸市j商門町4285 :a: 47-0638 

大
戦
刑
制
揚
者
の
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様
へ

平
和
祈
念
事
業
特
別
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で
は
、
こ

の
た
び
先
の
大
戦
に
際
し
本
邦
以
外
の

地
域
か
ら
引
き
揚
げ
た
方
々
に
対
し
、

書
状
(
内
閣
総
理
大
臣
名
)
を
贈
呈
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

書
状
の
贈
呈
は
、
請
求
に
基
づ
い
て

行
い
ま
す
の
で
、
請
求
さ
れ
る
方
は
、

請
求
書
に
記
入
の
う
え
添
付
書
類
を
添

え
て
左
記
ま
で
直
接
送
付
し
て
下
さ
い
。

請
求
書
類
は
間
募
金
の
他
、
県
高
齢

福
祉
課
及
ぴ
大
洗
町
役
場
厚
生
課
の
窓

口
に
震
い
て
あ
一
り
ま
す
。

マ
詰
求
書
類
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

守
山
東
京
都
文
京
区
大
塚
?
?
日

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
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(
総
理
府

所
管
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・
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務
第
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引
揚
係

官

0
3
3
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4
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4
7
0
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3
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7
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H.3.10.15現在
主大洗文化センタ一行事予定章受 (11/7 ~ 12/ 3) 
関催日 入場方法催主開催場所名事4儀開始時間

関 係 者

関 係 者

大洗町役場税務課

大洗町立南中学校

大会議室

ホール

Z込
コ5ζ

校 内音楽祭

第 7 回県小学校管楽器
ノ〈ンドフェステイノぐノレ

運転免許更新時講習会

明説整言馬末年13: 00-

9 : 00-

11月7日休)

16 B仕)

関係者県小学校管楽器教育研究Jv ホ9 : 00-17日(日)

関係者水戸地区交通安全協会大会議室9 : 00-20日休)

保{建センター

だより

料無大淡町役場厚生課

「
機
能
回
復
訓
練
」

※主な{崖しのみです。詳しくは大洗文化センタ一位66-2442へお問い合わせ下さい。

9 : 00-

午
前
の
部
訓
練
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午
前
9
時
i
午
前
日
時
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H
月
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日
仰
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1
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日
日
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日
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四
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開
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日
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B
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午
後
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部
訓
練
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後
1
時
i
午
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時
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月
5
日
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専
門
療
法
士
来
所

o
ロ
月
3
臼
仰
専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者
。

※
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場
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は
中
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と
な
り
ま
て

ホールb.. 
'"ミ表マを

ブじ
τ担ピ
τ日j寅12月3日(k)

んや

;

ち

恥

叫

こ

子

ケ

問
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血
圧
測
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、
尿
検
査
(
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、
蛋
岳
、
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血
)
、
血
液
検
査
(
総
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
、
肝
機
能
)

O
結
核
検
診
(
四
歳
以
上
の
方
)

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
、
略
た
ん

細
胞
診
(
結
核
、
肺
が
ん
、
心
臓

病
、
肝
臓
病
等
の
早
期
発
見
)

左
記
に
よ
り
一
一
般
診
査
及
び
結
核
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
実
施
い
た
し
ま
す
の

で、

9
月
二
次
)
の
検
診
を
受
診
さ

れ
な
か
っ
た
方
は
、
こ
の
機
会
に
必
ず

受
診
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

〈
検
査
内
容
〉

O

一
般
診
査
(
紛
歳
以
上
の
方
)

12 12 12 12 12 
月月 月 月 月 月

13 12 11 10 9 
日 日 日 日 日

金 木 水 火 月 日

五大 を東五祝在場 在永 ii:造左大五角 ii.衰
)洗 i光

〉

血書1
) ) ) ) ) 

産釘 2町 血 Jfu'IJl. E貫圧血 血i毎
圧台 R集R町 圧 任 会

尿イ呆 民i車民集 尿、玄λ w. 品神
民集 民集 尿上

一健
車毘 i血

ま所
盛会 血前 血 血 血宿

孟権fセンタ

液 液~ 液

1検をk髭釜
査液検王人宮

液ムE 
液

検査公検査 検査品HIJ 
私検自

検査 2集
を民f所をし( t所f所f会 場

tま自前I 子ふ氷町
し L会

1ま'"目1リ4 Tま九A自~ ずま九斗日ム司7ま~!íì てま前 ずま九品日り てま所

午 午
午後 午目IJ 午後 午前

午
午前

午
午目IJ 後 前 後 後

1 9 1 9 1 9 1 9 1 9 曹善

15 30 15 30 15 30 15 30 15 30 

3 I 11 3 11 3 11 3 11 3 11 間

30 30 30 30 30 30 30 30 30 30 

現
在
、
子
ど
も
の
肥
満
が
増
加
し
て
お
り
、
や
が
て
大
人
の
肥

満
へ
、
さ
ら
に
成
人
病
へ
と
つ
な
が
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

特
に
、
年
々
、
低
年
齢
化
現
象
が
起
こ
り
、
つ
い
に
幼
児
期
・

(
1
1
5
歳
)
の
子
ど
も
の
肥
満
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
心
身
共
に
発
育
の
援
ん
な
と
き
で
あ
る
だ
け
に
、
肥

満
は
そ
の
健
や
か
な
成
長
を
著
し
く
妨
げ
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
、

大
人
の
体
を
形
成
す
る
う
え
で
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
幼
児

期
は
、
食
習
慣
の
基
礎
が
つ
く
ら
れ
る
と
き
で
す
。
規
則
正
し
く

食
事
を
と
る
こ
と
、
お
や
つ
を
上
手
に
与
え
る
こ
と
、
偏
食
を
な

く
す
こ
と
、
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
、
外
遊
び
を
さ

せ
る
こ
と
な
ど
は
、
食
習
慣
の
基
礎
で
あ
り
、
肥
満
の
解
消
を
は

か
る
上
で
も
大
切
と
い
え
ま
す
。

子
ど
も
の
す
こ
や
か
な
発
育
の
た
め
に
家
族
み
ん
な
の
協
力
で

食
生
活
の
改
善
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

〔
肥
満
を
治
す
た
め
の
食
生
活
時
ケ
条
〕

①
ご
は
ん
茶
わ
ん
な
ど
は
小
さ
め
に
②
お
か
ず
は
好
き
嫌
い
な

も
の
を
上
手
に
合
わ
せ
る
③
お
か
ず
は
1
人
分
を
お
皿
に
④

給
食
の
お
か
わ
り
を
ひ
か
え
さ
せ
る
⑤
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
は

バ
ラ
ン
ス
を
考
、
え
て
⑤
朝
食
は
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ
る

⑦
お
や
つ
は
逓
一
回
程
度
は
自
由
な
も
の
に
③
友
だ
ち
と
の
遊

び
の
最
中
は
お
や
つ
を
ひ
か
え
め
に
(
栄
養
士
田
野
口
洋
子
記
)

※
ぬ
歳
以
下
の
女
性
の
方
に
は
、
血
圧
・

尿
・
貧
血
検
査
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
検
診
を
受
け
ら
れ
な
い
方
は
、

平
成
4
年
2
月
M
臼
樹
午
前
9
時
却
分

か
ら
日
時
ま
で
に
那
珂
湊
保
健
所
で

お
受
け
下
き
い
。

⑨:zg複時の子どもをつれてス

ーパーに行かない(何でも

寅ってほしがる)

一平成
3
年
日
月

l
a

(
金
)
よ
り
随
時

マ
出
同
意
す
る
も
の
印
鑑

マ
受
付
場
所
大
洗
町
役
場

厚
生
課
福
祉
係
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事
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